
復

古

の

も

と

で

の

立

憲

主

義

―

―

ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
講
義

の
二
つ
の
講
義
録

（
ベ
ル
リ
ン

一
八
一
九
／
二
〇
年
）

竹
島

あ
ゆ
み

序

転
向
か
偽
装
か

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ー
ゼ
の
問
題

－

プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
反
動
の
時
代
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
と
な

っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ま
さ
に
「
公
認
の
復
古
哲
学
者
か
つ
プ
ロ
イ
セ

ン
国
家
の
哲
学
者
」
で
あ
っ
た
、
と
か
つ
て
ル
ド
ル
フ
・
ハ
イ
ム
は

（
一
）

主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
は
戦
前
ま
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
を
長

く
支
配
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
二
）

こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
像
の
転
換
に
は
そ
の
後
の
新
た
な
解
釈
の
潮
流
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
マ
ル
ク
ー
ゼ
、
ル
カ
ー
チ
に
始
ま
り
ア

ヴ
ィ
ネ
リ
に
至
る
再
解
釈
の
試
み
は
、
い
わ
ば
リ
ベ
ラ
ル
な
立
憲
派

と
し
て
の
新
た
な
ヘ
ー
ゲ
ル
像
を
作
り
上
げ
た
と
い
え
る
。
ま
た
一

九
六
〇
年
代
以
降
の
、
青
年
期
及
び
イ
ェ
ナ
期
の
新
た
な
草
稿
の
発

見
と
公
刊
に
と
も
な
う
文
献
学
的
・
発
展
史
的
研
究
の
著
し
い
進
捗

も
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
像
の
刷
新
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
そ
れ

に
比
べ
て
体
系
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究

は
立
ち
遅
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
に
始
ま
る
法
哲
学
講
義
の
公

刊
に
よ
っ
て
従
来
の
法
哲
学
テ
ク
ス
ト
の
不
十
分
さ
が
補
完
さ
れ
る

(

一
八
二
一
／
二
二
年

こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
第
四
回
講
義

を
除
い
て
全
て
の
講
義
に
つ
い
て
一
つ
以
上
の
資
料
が
公
刊

冬
学
期)

さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
講
義
録
の
公
刊
は
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
に
新
た
な
問
題
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
他
に
先
駆
け
て
講
義
録
の
公
刊
を
行
っ

た
カ
ー
ル･
ハ
イ
ン
ツ
・
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
一
八
二
〇
年
の
『
法

の
哲
学

要
綱
』
と
法
哲
学
講
義
と
の
間
の
非
連
続
を
主
張
す
る
。

（
三
）

端
的
に
い
え
ば
前
者
の
復
古
主
義
的
論
調
に
対
し
て
、
後
者
は
リ
ベ

ラ
ル
な
傾
向
を
表
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
ま
た
、

従
来
の
解
釈
に
お
け
る
〈
復
古
主
義
者
ヘ
ー
ゲ
ル
〉
と
〈
立
憲
主
義

者
ヘ
ー
ゲ
ル
〉
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
像
の
対
立
は
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
ー

ゲ
ル
自
身
に
お
け
る
著
作
と
講
義
の
間
の
齟
齬
に
由
来
す
る
と
す

る
。
こ
の
よ
う
な
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
主
張
に
対
し
著
作
と
講
義
を
首

尾
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
論
者
か
ら
の
反
論
が

相
次
ぎ
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
イ
ル
テ
ィ
ン
グ･

テ
ー
ゼ
を
め
ぐ
る
論

争
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
四
）

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
見
解
は

〈
一
八
一
九
年
三
月
の
コ
ツ
ェ
ブ
ー

、

暗
殺
に
始
ま
り
、
七
月
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
狩
り
、
九
月
の
カ
ー
ル
ス
バ

ー
ト
決
議
を
頂
点
と
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
復
古
主
義
化
に
よ
っ
て
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
①
一
八
一
八
／
一
九
年
の
講
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
リ

ベ
ラ
ル
な
立
場
を
転
換
し
、
復
古
政
治
に
適
応
す
る
よ
う
に
、
②
既

に
印
刷
の
準
備
の
で
き
て
い
た
『
要
綱
』
の
原
稿
を
、
一
八
一
九
年

一
〇
月
か
ら
一
八
二
〇
年
六
月
の
間
に
書
き
直
し
た

、
と
い
う
も

〉

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
は
た
し

（
五
）

て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
示
唆
す
る
よ
う
に
〈
リ
ベ
ラ
ル
な
ヘ
ー
ゲ
ル
〉

が
体
制
に
屈
し
て
〈
復
古
主
義
者
〉
へ
と
本
質
的
な
転
向
を
遂
げ
た

の
か
。
そ
れ
と
も
そ
れ
は
険
し
い
政
治
状
況
の
中
で
一
時
的
に
取
ら

れ
た
偽
装
だ
っ
た
の
か
。

②
に
つ
い
て
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
当
時
の
著
述
状
況
に
つ
い
て
ク
ロ
ノ

ロ
ジ
カ
ル
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
ル
ー
カ
ス
／
ラ
マ
イ
ル
の
論
考
が

（
六
）

夙
に
批
判
を
試
み
て
お
り
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
イ
ル
テ
ィ
ン
グ

自
身
が
後
に
こ
れ
を
訂
正
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

直
ち
に
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
①
の
主
張
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
①
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
そ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
政
治
的
立
場
の

｢

復
古
政
治
へ
の
非
本
質
的
で
は
な
い
適
応｣

へ
の
転
換
で
あ
る
の

（
七
）

か
、
そ
れ
と
も
「
非
本
質
的
な

、
単
に
検
閲
を
警
戒
し
た
表
現
上

」

、

、

。

の
措
置
で
あ
る
の
か

に
つ
い
て
は

な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る

筆
者
は
既
に
一
八
一
七
／
一
八
年
の
第
一
回
法
哲
学
講
義
を
対
象

に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
一
八
一
九
／
二

（
八
）

〇
年
の
講
義
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
第
三
回
講
義
は
ま

さ
に
、
コ
ツ
ェ
ブ
ー
事
件
及
び
プ
ロ
イ
セ
ン
で
の
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト

復古のもとでの立憲主義／68
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決
議
実
施
の
直
後
の
時
期
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
を
考
え
る

際
に
最
も
重
要
な
素
材
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
デ
ィ
ー
タ

ー
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編
に
よ
る
講
義
録
の
公
刊
を
受
け
て
、
イ
ル
テ
ィ

（
九
）

ン
グ
は
自
身
が
推
定
し
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
政
治
的
立
場
を
転
換
し
た

時
期
に
つ
い
て
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
認
め
て
い
る
。

（
一
〇
）

ま
た
、
近
年
こ
の
講
義
の
新
た
な
よ
り
信
頼
度
の
高
い
筆
記
録
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
は
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
研
究
に
と
っ
て
の
大
き
な
事

件
で
あ
る
。
こ
の
講
義
は
従
来
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、

一
九
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
匿
名
の
人
物
に
よ
る
講
義
録
で
の
み
知

ら
れ
て
い
た
が
、
ヨ
ハ
ン
・
ル
ド
ル
フ
・
リ
ン
ギ
ア
な
る
人
物
に
よ

、

、

っ
て
ノ
ー
ト
さ
れ
た

新
た
な
筆
記
録
が
一
九
九
七
年
に
発
見
さ
れ

二
〇
〇
〇
年
に
ヘ
ー
ゲ
ル･

ア
ル
ヒ
ー
フ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

（
一
一
）

二
つ
の
講
義
録
の
比
較
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
第
三
回
講
義
の
よ

り
正
確
な
再
現
が
期
待
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
網

羅
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
上
掲
の
問
題
と

関
わ
る
限
り
で
、
つ
ま
り
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ー
ゼ
を
め
ぐ
る
論
争

と
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
問
題
提
起
と
い
う
範
囲
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

た
い
。

以
下
で
は
ま
ず
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
講
義
の
全
体
に
つ
い
て
略
述
し

た
上
で
、
特
に
第
三
回
講
義
を
め
ぐ
る
時
代
状
況
に
つ
い
て
概
観
す

る

。
次
に
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編
の
筆
記
録
の
問
題
と
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ

（
Ⅰ
）

に
よ
る
解
釈
を
検
討
し

、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
解
釈
を
め
ぐ
る
論

（
Ⅱ
）

争
に
触
れ
る

。
さ
ら
に
リ
ン
ギ
ア
に
よ
る
筆
記
録
と
の
比
較

（
Ⅲ
）

に
基
づ
い
て
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
を
再
検
討
し
、
新
た
な
筆
記
録
の

発
見
が
こ
の
論
争
に
、
さ
ら
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
政
治
的
立
場
を
め
ぐ
る

問
題
に
、
ど
の
程
度
光
明
を
与
え
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る

。

（
Ⅳ
）

そ
の
う
え
で
今
後
の
研
究
の
方
向
を
示
し
た
い

。

(

結
論)

Ⅰ

第
三
回
法
哲
学
講
義
と
そ
の
時
代

ヘ
ー
ゲ
ル
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
と
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
計
七
回

（
た
だ
し
第
七
回
の
講
義
は
ヘ

に
わ
た
る
法
哲
学
講
義
を
行
っ
て
い
る

。
こ
れ

ー
ゲ
ル
の
死
去
の
た
め
二
回
を
行
っ
た
の
み
で
中
止
さ
れ
て
い
る
）

ら
の
講
義
の
筆
記
録
は
一
部
を
除
い
て
す
で
に
編
集
・
公
刊
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
二
）
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講
義

時
期

場
所

筆
記
者

編
集
者
（
出
版
年
）

第
一
回

一
八
一
七
／
一
八
年
冬
学
期

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学

ヴ
ァ
ン
ネ
ン
マ
ン

ヘ
ー
ゲ
ル
・
ア
ル
ヒ
ー
フ

( )i

（

）

一
九
八
三

（

）

イ
ル
テ
ィ
ン
グ

一
九
八
三

( )ii

第
二
回

一
八
一
八
／
一
九
年
冬
学
期

ベ
ル
リ
ン
大
学

①
ホ
ー
マ
イ
ヤ
ー

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
一
九
七
三
）

②
ヴ
ァ
ン
ネ
ン
マ
ン

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
一
九
八
三
）

（
一
六
節
ま
で
）

第
三
回

一
八
一
九
／
二
〇
年
冬
学
期

ベ
ル
リ
ン
大
学

①
姓
名
不
詳

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ

（
一
九
八
三
）

②
リ
ン
ギ
ア

ヘ
ー
ゲ
ル･

ア
ル
ヒ
ー
フ

（
二
〇
〇
〇
）

(

『
法
の
哲
学

要
綱
』
出
版

一
八
二
〇
年
末)

第
四
回

一
八
二
一
／
二
二
年
冬
学
期

ベ
ル
リ
ン
大
学

姓
名
不
詳

未
公
刊

第
五
回

一
八
二
二
／
二
三
年
冬
学
期

ベ
ル
リ
ン
大
学

①
ホ
ト
ー

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
一
九
七
四
）

②
ハ
イ
ゼ

シ
ル
バ
ッ
ハ

（
一
九
九
九
）

第
六
回

一
八
二
四
／
二
五
年
冬
学
期

ベ
ル
リ
ン
大
学

グ
リ
ー
ス
ハ
イ
ム

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
一
九
七
四
）

第
七
回

一
八
三
一
年
冬
学
期

ベ
ル
リ
ン
大
学

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
一
九
七
四
）

本
章
で
は
第
三
回
法
哲
学
講
義

の

（
一
八
一
九
／
二
〇
年
冬
学
期
）

時
期
を
中
心
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
を
巡
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
政
治
的
状
況

(

一
八
一

に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
第
二
回
法
哲
学
講
義

（
一
三
）

を
終
え
る
直
前
、
一
八
一
九
年
三
月
二
三
日
の

八
／
一
九
年
冬
学
期)

こ
と
、
イ
ェ
ナ
大
学
神
学
生
カ
ー
ル･

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ザ
ン
ト
に
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よ
る
作
家
コ
ツ
ェ
ブ
ー
暗
殺
事
件
が
起
こ
っ
た
。
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ

フ
ト
会
員
で
あ
っ
た
ザ
ン
ト
は
、
ロ
シ
ア
公
使
館
顧
問
で
あ
り
自
由

主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
非
難
し
て
い
た
コ
ツ
ェ
ブ
ー
を
ロ
シ
ア

の
ス
パ
イ
だ
と
し
て
殺
害
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
プ
ロ

イ
セ
ン
を
改
革
期
か
ら
復
古
期
へ
と
転
換
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
転
換
が
浸
透
す
る
の
に
は
比
較
的
時
間
が
か
か
り
、
そ

の
後
同
年
七
月
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
狩
り
を
経
て
、
九
月
の
カ
ー
ル
ス
バ

ー
ト
決
議
と
一
〇
月
に
お
け
る
そ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
で
の
実
施
に
至
っ

て
は
じ
め
て
貫
徹
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
年
五
月
二
日
の
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
祝
祭
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル

は
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
、
デ
・
ヴ
ェ
ッ
テ
と
い
っ
た
ベ
ル
リ
ン

大
学
の
同
僚
た
ち
と
と
も
に
出
席
し
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
同
年
の

二
月
九
日
の
祝
祭
に
も
や
は
り
出
席
し
て
お
り
、
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ

フ
ト
の
思
想
的
指
導
者
の
一
人
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
フ
リ
ー
ス
や
デ･

ヴ
ェ
ッ
テ
ら
と
は
違
い
、
政

治
テ
ロ
を
唱
え
る
急
進
派
の
見
解
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

コ
ツ
ェ
ブ
ー
事
件
以
前
の
第
二
回
講
義
か
ら
も
覗
え
る
。

（
一
四
）

コ
ツ
ェ
ブ
ー
事
件
の
三
ヵ
月
ほ
ど
後
、
一
八
一
九
年
七
月
初
め
に

「
デ
マ
ゴ
ー
グ
狩
り
」
が
始
ま
り
、
カ
ー
ル･

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
、
レ
オ

ポ
ル
ド･

フ
ォ
ン･

ヘ
ニ
ン
グ
、
グ
ス
タ
フ･

ア
ス
ヴ
ェ
ル
ス
と
い
っ

た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
近
し
い
弟
子
た
ち
が
次
々
に
犠
牲
と
な
っ
て
い
っ

た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
逮
捕
さ
れ
た
ア
ス
ヴ
ェ
ル
ス
の
た
め
に
嘆
願
を
行

い
、
後
に
は
保
釈
金
を
払
っ
て
い
る
。

既
に
七
月
一
〇
日
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
外
相
ベ
ル
ン
シ
ュ
ト
ル
フ
は

大
学
に
お
け
る
自
由
の
抑
圧
に
つ
い
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
提
案
を
基

本
的
に
は
受
け
入
れ
て
い
た
。
ま
た
八
月
一
日
プ
ロ
イ
セ
ン
宰
相
ハ

ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
テ
プ
リ
ッ
ツ
で
会
い
、
自
由
主

義
弾
圧
の
た
め
に
大
学
と
出
版
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
極
秘

協
定

に
署
名
し
て
い
た
。
八
月
六
～

（
い
わ
ゆ
る
テ
プ
リ
ッ
ツ
協
定
）

三
一
日
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
に
お
い
て
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
主
導
の
も

と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア･

プ
ロ
イ
セ
ン
な
ど
ド
イ
ツ
連
邦
内
の
一
〇
政

府
の
代
表
者
会
議
が
招
集
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
決
定
が
、
カ
ー
ル
ス

(

大

バ
ー
ト
決
議
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
大
学
法

学
監
視
の
強
化
と
ブ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
間
の
交
流
の
禁
止)

(

二

、
出
版
法

〇
ボ
ー
ゲ
ン
以
下
の
小
冊
子
印
刷
物
の
検
閲)

(

デ
マ
ゴ
ー
グ
対

、
審
問
法

お
よ
び
暫
定
執

策
を
目
的
と
す
る
マ
イ
ン
ツ
中
央
審
問
委
員
会
の
設
置)

行
規
則
か
ら
な
り
、
学
問
・
思
想･

出
版
の
自
由
を
大
幅
に
制
限
す

る
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。
九
月
二
〇
日
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
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て
連
邦
会
議
は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
決
議
を
採
択
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン

で
は
一
〇
月
一
八
日
か
ら
国
王
布
告
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
こ
の
際

検
閲
の
対
象
は
全
出
版
物
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
デ
・

(

ザ
ン
ト
の
行
為
を

ヴ
ェ
ッ
テ
は
ザ
ン
ト
の
母
に
宛
て
た
手
紙
の
内
容

を
理
由
に
九
月
三
〇
日
に
免
職
と
な
る
。
ベ
ル
リ
ン

賛
美
す
る
も
の)

を
去
る
デ･

ヴ
ェ
ッ
テ
に
他
の
同
僚
と
並
ん
で
ヘ
ー
ゲ
ル
も
二
五
タ

ー
レ
ル
を
贈
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
を
取
り
巻
く
政
治
的
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
、
彼
は
一
〇
月
三
〇
日
付
の
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
宛
の
手
紙
で
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。

「
私
も
も
う
す
ぐ
五
十
歳
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
三
十
年

間
を
、
果
て
し
な
い
不
安
に
満
ち
た
、
恐
怖
と
希
望
と
の
時
代

に
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
恐
怖
と
希
望
と
が
い
つ
か
過

ぎ
去
る
こ
と
を
た
だ
期
待
し
て
い
た
の
で
す
。
今
私
は
こ
れ
が

、

。

変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
の
を

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

そ
の
う
え
暗
い
気
分
の
と
き
な
ど
は
、
一
層
悪
く
な
る
ば
か
り

だ
と
思
え
て
き
ま
す

。」

（
一
五
）

こ
こ
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
心
情
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
書
簡
末
尾
に
は
法
哲
学
の
出
版
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
連
邦
会
議
の
決
議
が
届
い
た
と
き
、
私
は
ま
さ
に
印
刷
を
始

め
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
今
我
々
は
検
閲
か
ら
の
自
由
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
知
っ
て
い
る
の
で
、
私
は
そ

れ
を
今
や
近
い
う
ち
に
印
刷
に
回
す
で
し
ょ
う

。
」

（
一
六
）

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
こ
れ
を
も
っ
て
本
稿
序
で
述
べ
た
彼
の
テ
ー
ゼ

の
根
拠
と
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
文
面
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ー
ル
ス

バ
ー
ト
決
議

の
時
点
ま
で
に
『
要
綱
』
印

(

一
八
一
九
年
九
月
二
〇
日)

、

、

刷
の
た
め
の
草
稿
を
完
成
し
て
い
た
が

政
治
状
況
の
悪
化
を
見
て

｢

即
刻
印
刷
を
始
め
る
決
断
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
草
稿
を
『
近
い
う

ち
に
印
刷
に
回
す
』
こ
と
に
し
た｣

と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

（
一
七
）

は
す
な
わ
ち
そ
の
間
に
検
閲
を
配
慮
し
た
改
定
を
行
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、
そ
の
改
定
は
実
際
に
は
予
想
よ
り

長
く
か
か
り
、
ち
ょ
う
ど
第
三
回
講
義
の
間
に
な
さ
れ
、
一
八
二
〇

年
六
月
二
五
日

ま
で
続
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。

(

序
文
日
付)
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イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
一
一
月
一
三
日
の
あ
る
会
合
の
席
上
で
の
ヘ
ー

ゲ
ル
の
発
言
か
ら
も
、
こ
の
時
点
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
明
ら
か
に
政
治
的

立
場
を
変
更
し
て
い
る
こ
と
が
覗
え
る
と
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
こ

（
一
八
）

、

、

。

で

国
家
は
教
員
を
解
雇
す
る
権
利
を
有
す
る

と
述
べ
た
と
い
う

こ
の
意
見
を
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
が
「
下
劣
だ
」
と
非
難
し
、

両
者
の
間
に
激
し
い
口
論
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
ル

ス
バ
ー
ト
決
議
布
告
以
降
、
政
治
的
理
由
に
よ
る
大
学
教
員
の
解
雇

は
現
行
法
に
適
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
注
意
を
喚

起
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
彼
と
し
て
は
こ
れ
に
何
ら
か
の

し
か
た
で
賛
意
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
、
と
イ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
解
釈
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
論
争

が
起
こ
っ
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
こ

こ
で
は
お
く
と
し
て
、
以
上
の
素
描
か
ら
少
な
く
と
も
第
三
回
講
義

当
時
の
ヘ
ー
ゲ
ル
が
お
か
れ
て
い
た
状
況
が
極
め
て
厳
し
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
見
て
取
れ
よ
う
。

Ⅱ

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
解
釈

ヘ
ー
ゲ
ル
の
第
三
回
法
哲
学
講
義

の
筆
記

（
一
八
一
九
／
二
〇
年
）

録
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
リ
リ
ー
文
庫
か
ら
発

見
さ
れ
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
に
よ
っ
て
一
九
八
三
年
に
編
集
・
公
刊
さ

れ
た
。
こ
の
講
義
録
は
聴
講
者
の
ノ
ー
ト
を
職
業
的
筆
記
者
が
清
書

（
一
九
）

し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
聴
講
者
、
清
書
者
と
も
姓

（
二
〇
）

名
は
不
詳
で
あ
る
。
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
編
者
序
文
の
冒
頭
に
お
い
て
、

こ
の
筆
記
録
の
公
刊
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
研
究
の
た
め
の
基
礎
を

少
な
か
ら
ず
広
げ
る
も
の
だ
と
自
負
し
て
い
る

。

(
)

vgl.
S
.9

以
下
で
は
こ
の
講
義
録
の
特
徴
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ

の
解
釈
か
ら
、
幾
つ
か
の
論
点
を
形
式
面
と
内
容
面
と
に
分
け
て
紹

介
す
る
。

１

形
式
面

論
述
の
仕
方

(1)七
回
に
わ
た
る
法
哲
学
講
義
の
う
ち
他
の
す
べ
て
が
、
口
述
ま
た

は
公
刊
さ
れ
た
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
よ
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
こ
の
講
義
で
は
、
歴
史
哲
学
、
哲
学
史
、
美
学
の
講
義
と
同
じ

よ
う
に
、
連
続
し
た
議
論
に
よ
っ
て
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
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の
講
義
録
は
直
接
的
で
新
鮮
な
展
開
の
妙
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
論
理
的
な
基
礎
付
け
、
全
体
の
構
成
、
具
体
的
な
素
材
の
間
の
連

続
性
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
講
義
録
の
一
部
分
の
ペ
ー
ジ
欄
外

（
二
一
）

に
記
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
番
号
は
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
も
と

の
聴
講
ノ
ー
ト
の
筆
者
に
帰
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
彼
は
原
稿
を
清
書

の
た
め
に
渡
す
前
に
、
そ
れ
ら
の
数
字
を
一
八
一
八
／
一
九
年
の
講。

義

に
基
づ
い
て
添
え
て
い
る

(

こ
れ
に
数
字
は
対
応
し
て
い
る)
(

)
S
.352

こ
の
講
義
に
お
い
て
の
み
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
た
の

か
。
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は

『
要
綱
』
が
速
や
か
に
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

、

こ
の
冬
学
期
中
に
も
公
刊
さ
れ
る
と
ヘ
ー
ゲ
ル
が
考
え
て
い
た
か
ら

だ
、
と
す
る
。
そ
れ
が
出
版
さ
れ
れ
ば
口
述
筆
記
の
た
め
に
講
義
時

間
を
使
う
こ
と
は
不
要
に
な
る
。
そ
の
場
合
で
も
ヘ
ー
ゲ
ル
が
出
回

っ
て
い
る
以
前
の
講
義
の
口
述
筆
記
を
、
暫
定
的
な
枠
組
み
と
し
て

示
し
た
可
能
性
は
あ
る

。

(
)

S
.353

さ
ら
に
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
当
時
の
政
治
的
状
況
を
考
慮
し
て
、
ヘ

ー
ゲ
ル
が
自
ら
を
身
動
き
取
れ
な
く
し
て
し
ま
う
よ
う
な
テ
ク
ス
ト

を
創
り
出
さ
な
い
よ
う
に
用
心
し
て
口
述
筆
記
を
行
わ
な
か
っ
た
、

と
い
う
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る

。

(
)

S
.28

い
ず
れ
に
せ
よ
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
講
義
録
特
有
の
論
述
の
仕
方

が
論
理
的
な
基
礎
付
け
と
具
体
的
な
詳
論
の
結
び
つ
い
た
他
に
類
を

見
な
い
も
の
だ
と
し
、
出
版
さ
れ
た
『
法
の
哲
学
』
の
「
要
綱
」
形

式
が
持
つ
欠
点
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

目
次
と
表
題

(2)こ
の
筆
記
録
原
本
の
最
後
に
付
さ
れ
て
い
た
目
次
に
つ
い
て
も
ヘ

ン
リ
ッ
ヒ
は
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
そ
れ
は
筆
記
者
が
直
前
の
一
八

一
八
／
一
九
年
の
講
義
や
ま
た
は
直
後
に
出
版
さ
れ
た
『
要
綱
』
の

目
次
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
筆
記
録
自
体
の
表
題
と
そ
の
構
成
か

ら
来
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
さ
ら
に
講
義
の
中
で
の
ヘ
ー

、

。

ゲ
ル
自
身
の
指
示
に
よ
っ
て
い
る

と
結
論
し
て
い
る
（

）

S
.355-361

こ
の
推
定
を
根
拠
づ
け
る
一
例
と
し
て
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
「
β

統

治
権

」
と
い
う
表
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る

R
egierungsgew

alt

。
こ
の
表
題
の
直
後
の
テ
ク
ス
ト
は
「
こ
れ
は
、
法
律
の
普

(
)

S
.358

遍
的
な
も
の
と
憲
法
体
制
を
特
殊
的
な
も
の
の
う
ち
で
妥
当
さ
せ
な

D
iese

hat
das

A
llgem

eine
der

G
esetze

und
die

け
れ
ば
な
ら
ず
…
（

」

と
続
い
て

V
erfassung

im
B
esonderen

geltend
zu

m
achen...

S
.254

)
(

)

い
る
の
で
、
も
し
表
題
が
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
、

こ
の
テ
ク
ス
ト
の
意
味
は
不
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
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い
る
。

個
々
の
校
訂

(3)聴
講
者
、
清
書
者
共
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
に
習
熟
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
こ
の
筆
記
録
に
は
他
の
講
義
録
に
比
し
て
誤
り
や
未
熟

な
表
現
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
聴
講
者
は
最
初
の
う
ち
は
講
義
を
理

解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
熱
意
を
示
さ
ず
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
数
時
間
欠
席
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
善
と
良
心
の
章
で
は

じ
め
て
強
い
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る

。
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
両
者
に
由
来
す
る
明
ら
か
な
誤
り
を

(
)

vgl.
S
.11

指
摘
し
、
校
訂
し
て
い
る
。
以
下
に
一
例
を
あ
げ
る
。

緒
論
に
お
い
て
、
哲
学
に
よ
る
世
界
認
識
及
び
世
界
の
現
実
性
と

理
性
性
を
論
じ
た
部
分
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
哲
学
は
現
実
の
混
乱
を
そ
の
単
純
性
へ
と
、
即
ち
利
害
か
ら

自
由
に
な
る
静
か
な
空
間
へ
と
連
れ
戻
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
哲
学

は
そ
の
仕
事
を
世
間
の
仕
事
の
彼
岸
で
行
う
の
で
は
な
い
。
哲

die
sub-

学
が
考
察
す
る
の
は
世
間
の
仕
事
の
実
体
的
な
不
満

で
あ
る

。

stantielle
U
nlust

」（S
.50

）

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
「
不
満

」
は
聞
き
間
違
い
か
読
み
間

U
nlust

、

。

違
い
で
あ
ろ
う
と
し

こ
こ
を
空
白

に
し
て
い
る

（

）

...
vgl.

S
.332

(
)

２

内
容
面

内
容
に
つ
い
て
は
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
が
論
じ
て
い
る
問
題
の
中
か
ら
、

特
に
本
稿
の
主
題
と
か
か
わ
り
の
深
い
三
つ
の
論
点
、

二
重
命

(1)

題
、

貧
困
と
賤
民
、

君
主
権
理
論
と
検
閲
、
を
選
ん
で
考
察

(2)

(3)

す
る
。

二
重
命
題

(1)

｢

理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
で
あ
り
、
現
実
的
な
も
の
は
理
性
的

W
as

vernünftig
ist,

das
ist

w
irklich;

und
w
as

で
あ
る
。

｣
w
irklich

ist
vernünftig.

（
二
二
）

理
性
的
な
も
の
と
現
実
的
な
も
の
と
の
関
係
を
扱
っ
た
こ
の
い
わ

ゆ
る
二
重
命
題
は
、
悪
名
高
い
『
要
綱
』
序
文
の
中
で
も
、
一
際
評

判
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た

既
に
述
べ
た
よ
う
に

ヘ
ー
ゲ
ル
は

公

。

、

「
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認
の
復
古
哲
学
者
か
つ
プ
ロ
イ
セ
ン
の
国
家
哲
学
者
」
で
あ
っ
た
と

い
う
の
が
ハ
イ
ム
の
見
解
で
あ
る
が
、
二
重
命
題
は
こ
の
見
解
を
証

明
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ハ
イ
ム
は
こ
の

命
題
は
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
政
治
体
制
と
い
う
現
実
を
、
理
性
的

な
も
の
だ
と
し
て
称
揚
す
る｢

政
治
的
保
守
主
義
、
静
観
主
義
、
オ

プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
絶
対
的
定
式｣

だ
と
す
る
。

（
二
三
）

本
稿
序
で
触
れ
た
よ
う
に
、
旧
い
ヘ
ー
ゲ
ル
像
が
刷
新
さ
れ
て
久

し
い
が
、
こ
の
二
重
命
題
の
解
釈
は
い
ま
な
お
論
議
を
呼
ぶ
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
見
解
を
見
て
み
よ
う
。
第
三
回
講

義
の
講
義
録
発
見
以
前
に
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
講
義
と
著
作
の
間
の

非
連
続
と
い
う
自
ら
の
主
張
に
沿
っ
て
、
一
八
一
八
／
一
九
年
の
第

二
回
講
義
序
文
と
『
要
綱
』
序
文
と
の
比
較
を
行
い
、
理
性
と
現
実

の
関
係
に
関
し
て
も
こ
の
非
連
続
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
回
講
義
に
お
い
て
は
自
由
が
現
実
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
前
提
さ
れ
て
お
り

「
現
在
の
時
代
精
神
は
、
法
概
念
の
純

、

粋
な
発
展
を
妨
げ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
民
を
現
在
も
な
お
苦
し
め
て

、

」

。

い
る

い
く
つ
か
の
契
機
に
向
け
ら
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る

（
二
四
）

そ
し
て
「
あ
る
国
民
の
発
展
史
は
、
そ
の
国
民
が
い
か
に
自
由
概
念

を
実
現
す
る
か
を
示
す
。
各
国
民
は
自
由
の
概
念
を
現
実
に
一
致
さ

」

。

せ
る
こ
と
を
目
指
す
闘
争
を
や
り
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
る

（
二
五
）

こ
れ
に
対
し
『
要
綱
』
で
は｢

理
性
を
現
在
の
十
字
架
に
お
け
る
薔

薇
と
し
て
認
識
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
を
享
け
楽
し
む
こ
と
、
こ

の
理
性
的
洞
察
こ
そ
哲
学
が
人
々
に
与
え
る
現
実
と
の
和
解
で
あ

る｣

と
さ
れ
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
こ
れ
こ
そ
あ
の
二
重
命
題

（
二
六
）

の
意
味
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
命
題
は
プ
ロ

イ
セ
ン
の
復
古
期
に
お
い
て
は
「
現
状
の
哲
学
的
祝
福
を
意
味
し
て

い
た

、
と
解
釈
さ
れ
る
。

」

（
二
七
）

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編
に
な
る
第
三
回
講
義
の
冒
頭
に
近
い
部
分
に
は
、

こ
の
二
重
命
題
の
他
に
類
を
見
な
い
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

｢

理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
と
な
り
、
現
実
的
な
も
の
は
理
性
的

W
as

vernünftig
ist,

w
ird

w
irklich,

und
das

と
な
る
。

(
)

W
irkliche

w
ird

vernünftig.｣
S
.51

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
こ
に

理
性
と
現
実
に
関
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の

歴

、

「

史
理
論
的
」
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
見
る

。
す
な
わ
ち
こ

（S
.13ff.

）

の
命
題
は
「
あ
る
歴
史
的
原
理
が
あ
る
時
代
の
意
識
や
制
度
的
な
生
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活
秩
序
に
お
い
て
、
常
に
現
実
化
さ
れ
て
も
い
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
は
な
い

そ
う
で
は
な
く

そ
こ
で
は｢

理

」

。

、

（

）

S
.14

性
的
な
も
の
は
そ
れ
自
体
、
自
ら
現
実
に
移
行
す
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
限
り
で
現
実
自
体
が
同
様
に
理
性
的
性
格
を
受
け
取
る
こ
と
が

言
わ
れ
て
い
る｣

。

（S
.15

）

そ
れ
に
対
し
『
要
綱
』
で
の
二
重
命
題
は
「
制
度
理
論
的
に
定
式

化
さ
れ
て
お
り

、
そ
れ
は
「
新
し
い
原
理
そ
の
も
の
か
ら
ま
ず
第

」

一
に
憲
法
体
制
の
現
実
が
形
づ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
い
な
い

『
要
綱
』
で
の
命
題
は｢

同
一

」

。

（ebd.

）

性
の
主
張
の
両
項
か
ら
理
性
と
現
実
の
同
一
性
を
言
明
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
…
そ
の
主
張
を
確
定
的
で
反
論
し
が
た
い
も
の
と
し
て
立

て
て
い
る｣

よ
う
な
言
明
で
あ
る
。

（

）

ebd.

し
か
し
な
が
ら
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
最
終
的
に
は
こ
の
命
題
の
二
つ

の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
テ
は
思
想
的
な
矛
盾
を
示
す
の
で
は
な
く

「
思
想

、

、

」

の
統
一
的
な
連
関
の

異
な
る
ア
ス
ペ
ク
ト
が
…
強
調
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。

（

）

S
.16f.

『
要
綱
』
の
命
題
を

解
釈
す
る
際

(

特
に
そ
れ
を
擁
護
す
る
意
図
で)

に
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
、
も
う
一
つ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
テ
が
あ

る
。
そ
れ
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
に
よ
っ
て
夙
に
報
告
さ
れ
て

い
た
も
の
で

『
要
綱
』
の
二
重
命
題
に
つ
い
て
質
し
た
ハ
イ
ネ
の

、

問
い
に
対
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
答
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

｢

理
性
的
で
あ
る
も
の
は
全
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｣
A
lles,

w
as

vernünftig
ist,

m
uß

sein.

（
二
八
）

こ
れ
を
二
重
命
題
の
形
に
直
せ
ば
、
そ
の
意
味
は
第
三
回
講
義
に

お
け
る
も
の
と
全
く
一
致
す
る
、
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
従

来
ハ
イ
ネ
の
報
告
で
の
み
知
ら
れ
て
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
が
、
こ正

の
講
義
に
お
け
る
二
重
命
題
の
歴
史
理
論
的
な
形
式
に
よ
っ
て
、（

今
や
裏

確
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
ど
お
り
で
あ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
）

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
言
う

。
ヘ

（S
.16

）

ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
は
要
す
る
に

『
要
綱
』
に
示
さ
れ
て
い
る
定
式

、

化
は
制
度
理
論
的
な
視
点
を
強
調
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
背
後

に
は
歴
史
的
視
点
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
ハ
イ
ネ
の
報
告
す
る
逸

話
か
ら
覗
え
る
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
第
三
回
講
義
の
命
題
と
同
じ

も
の
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
立
場
は
一
貫
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
ろ
う
。
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貧
困
と
賤
民

(2)近
代
市
民
社
会
の
持
つ
矛
盾
、
と
り
わ
け
貧
困
と
賤
民
の
発
生
に

つ
い
て
の
言
及
は
、
既
に
こ
れ
ま
で
に
も
『
要
綱
』
を
初
め
と
し
て

他
の
テ
ク
ス
ト
に
も
見
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
筆
記
録
に
現
れ
る
貧
困
に
つ
い
て
の
分
析
は｢

そ
の
説

得
力
に
お
い
て
他
の
全
て
の
テ
ク
ス
ト
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ
て
い

る｣

。

（S
.19

）

ヘ
ー
ゲ
ル
は
貧
困
の
発
生
の
構
造
的
原
因
を
近
代
市
民
社
会
そ
の

も
の
に
求
め
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ま
ず
、
第
二
章
市
民
社
会
の
「
ａ
．

欲
求
の
体
系
」
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
経
済
学
に
倣
っ
て
労
働

と
そ
の
疎
外
を
分
析
す
る
。

（
二
九
）

機
械
化
に
支
え
ら
れ
た
労
働
の
抽
象
化･

単
純
化
は
全
面
的
な
分

業
の
体
制
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に

疎
外
を
も
引
き
起
こ
す

分

、

。「

、

」

業
の
も
と
で
は
労
働
者
は
ま
す
ま
す
愚
鈍
に
な
り

依
存
的
に
な
る

。
同
章
「
ｃ
．
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
で
は
こ
の
よ
う
な
分
析
か

（S
.159

）

ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
市
民
社
会
の
帰
結
は
、
資
本
家
の
下
へ
の
富
の

集
中･

蓄
積
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
た
貧
困
の
拡
大
で
あ
る
、
と
ヘ

ー
ゲ
ル
は
言
う
。

「

、

貧
困
の
発
生
は
そ
も
そ
も
市
民
社
会
の
一
つ
の
帰
結
で
あ
り

そ
し
て
そ
れ
は
市
民
社
会
か
ら
概
し
て
必
然
的
に
も
た
ら
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
方
の
側
に
は
無
制
限
の
富
が
、
他

方
の
側
に
は
窮
乏
と
悲
惨
が
蓄
積
さ
れ
る
。
富
と
貧
困
の
増
加

。

は
歩
調
を
合
わ
せ
て
進
む
」(

)
S
.193

こ
の
よ
う
な
貧
困
と
窮
乏
の
進
展
は
単
に
外
的
な
も
の
に
と
ど
ま

der

ら
ず
、
貧
民
の
内
面
を
侵
す
も
の
と
な
る
。
こ
れ
が
「
賤
民

」
の
発
生
で
あ
る
。

P
öbel「

貧
民
に
重
く
の
し
か
か
る
の
は
、
単
に
外
的
窮
乏
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
に
道
徳
的
退
廃
も
加
わ
る

。

」（S
.194

）

市
民
社
会
の
な
か
で
貧
民
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
が
、
と
り
わ
け

そ
の
人
為
的･

社
会
的
窮
乏
の
理
不
尽
さ
が
貧
民
の
怒
り
を
掻
き
立

て
、
賤
民
を
生
み
出
す
。
自
由
を
認
め
ら
れ
な
い
賤
民
は
、
そ
れ
ゆ

え
に
他
者
の
自
由
を
侵
す
存
在
と
な
る
。
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「
さ
ら
に
貧
民
に
は
別
の
不
和
、
市
民
社
会
と
の
感
情
の
不
和

が
生
じ
る
。
貧
民
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
か
ら
排
除
さ
れ
、
侮
辱
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
そ
こ
で
必
然
的
に
内
的
な
怒
り
が

生
じ
る
。
彼
ら
は
自
分
に
つ
い
て
無
限
な
も
の
、
自
由
な
も
の

と
い
う
意
識
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
外
的
な
定
在

が
こ
の
意
識
に
一
致
す
べ
き
だ
と
い
う
要
求
が
生
じ
る
。
貧
民

が
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
市
民
社
会
で
は
単
な
る
自
然

的
窮
乏
で
は
な
い
。
貧
民
が
対
立
し
て
い
る
自
然
は
単
な
る
存

在
で
は
な
く
私
の

意
志
で
あ
る
。
貧
民
は
恣
意
に
、
人

[

私
的
な]

（
三
〇
）

間
の
偶
然
性
に
関
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が

…
彼
を
怒
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
…
自
由
の
定
在
が
何
か
全
く
偶

然
的
な
も
の
に
な
る
こ
の
立
場
に
お
い
て
は
、
内
的
な
怒
り
は

必
然
的
で
あ
る
。
個
々
人
に
自
由
が
い
か
な
る
定
在
も
持
た
な

い
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
と
と
も
に
普
遍
的
自
由
の
承
認
は
消
滅
す

る
。
こ
の
状
況
か
ら
、
賤
民
の
中
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
な
あ
の

破
廉
恥
が
現
れ
る
。
賤
民
は
と
り
わ
け
発
達
し
た
市
民
社
会
に

生
じ
る
。
…
こ
う
し
て
貧
民
た
ち
の
間
に
、
持
て
る
人
々
に
対

す
る
嫉
妬
と
憎
悪
が
生
ま
れ
る
」

。

(
)

S
.
195

、

。

こ
の
よ
う
な
状
況
分
析
の
直
後
に

次
の
よ
う
な
記
述
が
現
れ
る

「
我
々
は
こ
れ
ま
で
緊
急
権

を
一
時
的
な
必
要
に
か

N
otrecht

か
わ
る
も
の
と
み
な
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
も
は
や
窮
乏
は
単

に
こ
の
よ
う
な
一
時
的
な
性
格
を
持
た
な
い
」

。

(
)

S
.196

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て｢

こ
れ
は
、
貧
民
の
意
志
が

定
在
を
も
つ
こ
と
を
拒
む
社
会
そ
の
も
の
に
抗
し
て
、
そ
の
実
現
を

貫
徹
す
る
権
利
を
説
明
し
て
い
る
も
の
と
し
て
の
み
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る｣

と
述
べ
、
こ
の
筆
記
録
か
ら
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
い

(
)

S
.20

わ
ゆ
る
抵
抗
権
・
革
命
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
、
と

主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な｢

秩
序
に
対
す
る
反
抗
の
権
利｣

の

(
)

ebd.

記
述
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
他
の
テ
ク
ス
ト
に
は
見
出

さ
れ
て
い
な
い
。

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
解
釈
に
つ
い
て
早
瀬
は
、｢

テ
キ
ス
ト
を
革
命
権

の
主
張
と
解
釈
し
う
る
か
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い｣

と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る

。
筆
者
も
同
意
見
で
あ
り
、

(

早
瀬(

)

、
一
七
七
頁)

2001

問
題
の
個
所
が
、｢

窮
乏
が
一
時
的
で
は
な
い｣

と
述
べ
て
貧
困
の
発

生
は
市
民
社
会
に
そ
の
構
造
的
原
因
を
持
つ
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
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か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
い
わ
ば

｢

緊
急
権
の
拡
大｣

を
正
当
化
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
は
微

妙
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
記
述
は
短
く
、
議

論
は
す
ぐ
に
救
貧
税
や
海
外
植
民
へ
と
移
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
こ

だ
け
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
図
を
明
確
に
つ
か
む
の
は
難
し
い
と
言
え

る
。

君
主
権
理
論
と
検
閲

(3)ヘ
ー
ゲ
ル
が
最
も
優
れ
た
政
治
体
制
と
し
て
世
襲
君
主
制
を
支
持

し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
終
生
変
わ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
絶
対
主
義
的
な
君
主
制

を
支
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヘ
ン

リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
君
主
制
理
論
の
う
ち
に
は
立
憲
主

義
と
絶
対
主
義
と
い
う
異
な
る
立
場
が
両
義
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
こ
の
理
論
は
、
君
主
に
よ
る
形
式
的
な
最
終
決
定
ま
で

の
過
程
は
憲
法
体
制
に
制
度
的
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
君
主
の
意

志
や
判
断
に
基
づ
く
実
質
的
な
統
治
を
否
定
し
て
い
る
と
す
る
側
面

と
、
こ
の
決
定
過
程
の
ど
こ
で
ど
の
程
度
〈
自
ら
統
治
す
る
〉
こ
と

へ
移
行
す
る
か
に
つ
い
て
の
決
定
権
が
、
君
主
自
身
に
帰
属
す
る
と

す
る
側
面
と
を
持
っ
て
い
る

。

（S
.24f.

）

こ
の
両
側
面
の
ど
ち
ら
に
強
調
点
を
置
く
か
に
よ
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ

、『

』

ル
の
法
哲
学
テ
ク
ス
ト
間
の
異
動
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て

要
綱

が
絶
対
主
義
よ
り
の
、
諸
講
義
が
立
憲
主
義
よ
り
の
傾
向
を
も
つ
と

し
て
も
、
そ
れ
は
理
論
的
な
矛
盾
で
は
な
く
、
両
義
性
を
含
み
持
つ

同
一
の
思
想
に
お
け
る
「
強
調
点
の
移
動

」

A
kzentverschiebung

で
あ
る
、
と
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
言
う
。
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
こ
で

(
)

S
.26

も
、
既
に
見
た
二
重
命
題
の
解
釈
に
お
い
て
と
同
じ
よ
う
に
、
ヘ
ー

ゲ
ル
の
著
作
と
講
義
と
の
間
に
非
連
続
を
認
め
な
い
立
場
に
立
つ
わ

け
で
あ
る
。

そ
の
上
で
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
第
三
回
講
義
が
他
の
諸
講
義
と
比
べ
て

も
一
層
立
憲
主
義
的
な
特
徴
を
表
し
て
い
る
と
す
る
。
彼
は
こ
こ
で

君
主
の
形
式
性
を
述
べ
て
い
る
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
、
第
五
回
講

義
の
ホ
ト
ー
の
筆
記
録
に
お
け
る
一
節
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
。｢

君
主
制
に
は
そ
れ
ゆ
え
『
然
り
』
と
言
っ
て
ｉ
の
上
に
点
を
打

つ

人
間
が
必
要
と
な
る
。
と
い
う
の

〔
最
後
の
仕
上
げ
を
す
る
〕

は
頂
点
と
は
そ
の
性
格
の
特
殊
性
が
重
要
で
な
い
よ
う
な
も
の
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る｣

。

（
三
一
）

し
か
し
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
点
を
打
つ
こ
と
が
形
式
的
な
締
め
く
く

り
に
過
ぎ
な
い
と
同
時
に
、
君
主
が
点
を
打
た
な
け
れ
ば
決
定
さ
れ

な
い
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
一
節
が
実
は
ま
だ
「
あ
の
両
義
性
か
ら

完
全
に
自
由
で
は
な
い

の
に
対
し
て
、
第
三
回
講
義
で
は

」（

）

S
.25

君
主
の
署
名
の
役
割
を
は
る
か
に
格
下
げ
し
て
い
る
、
と
し
て
次
の

箇
所
を
挙
げ
て
い
る
。

（
三
二
）

「
そ
の

名
前
は
…
表
象
の
記
号
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

[

君
主
の]

て
表
象
は
個
別
的
な
も
の
を
個
別
的
な
も
の
と
し
て
受
け
取
る

に
至
る
。

裁
判
官
は
、
完
全
に
独
立
し
て
い
る
に
も
か
か

－

（

。

わ
ら
ず
、
君
主
の
名
前
で
判
決
を
下
す
」

S.250f.

）

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
誤
り

は
当
時
の
資
料
の
状
況
と
い
う
制
約
上
避
け
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た

、

。

と
し
な
が
ら
も

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
批
判
を
行
う

つ
ま
り
、
ま
さ
に
『
要
綱
』
公
刊
の
準
備
期
間
に
あ
た
る
一
八
一
九

／
二
〇
年
冬
学
期
に
行
わ
れ
た
講
義
の
内
容
が
他
の
講
義
よ
り
復
古

主
義
的
な
特
徴
を
見
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く

「
そ
れ
ど
こ
ろ
か

、

む
し
ろ
理
論
の
〈
リ
ベ
ラ
ル
な
〉
解
釈
を
許
す
要
素
を
強
調
す
る
点

で
他
の
講
義
を
さ
ら
に
上
回
っ
て
い
る
。
劇
的
に
展
開
す
る
時
代
状

況
へ
の
適
応
の
痕
は
全
く
見
当
た
ら
な
い

。
し
た
が
っ
て

」（S
.28

）

（
三
三
）

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
言
う
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
一
八
一
九
年
一
一
月

以
降
政
治
的
立
場
を
変
更
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ
は
言
う
。

し
か
し
同
時
に
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
著
作
と
講
義
と
の
間
の
違
い
を
、

強
調
点
の
移
動
と
し
て
で
は
あ
れ
認
め
て
は
い
る
。
そ
し
て
イ
ル
テ

ィ
ン
グ
と
同
様
、
こ
の
違
い
の
よ
っ
て
来
た
る
原
因
を
検
閲
に
求
め

て
い
る

。

(
)

S
.29

３

ま
と
め

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
筆
記
録
の
公
刊
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
研
究

の
た
め
の
基
礎
を
少
な
か
ら
ず
広
げ
る
も
の
だ
と
す
る
。
形
式
面
に

つ
い
て
い
え
ば
、
個
々
の
点
で
聴
講
者
及
び
筆
記
者
に
よ
る
誤
り
や

、

、

欠
落
が
散
見
し

と
り
わ
け
最
初
の
部
分
に
不
満
が
多
い
と
は
い
え

全
体
と
し
て
は
講
義
録
と
し
て
の
信
頼
性
を
疑
っ
て
い
な
い
。
む
し

ろ
こ
の
筆
記
録
固
有
の
口
述
に
妨
げ
ら
れ
な
い
論
述
は
、
論
理
的
な
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基
礎
付
け
と
具
体
的
な
詳
論
の
結
び
つ
い
た
他
に
類
を
見
な
い
も
の

だ
と
し
、
出
版
さ
れ
た
『
法
の
哲
学
』
の
「
要
綱
」
形
式
が
持
つ
欠

点
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

内
容
面
で
は
、
こ
の
筆
記
録
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
他
の
法
哲
学
テ
ク
ス

、

。

ト
に
比
し
て
い
っ
そ
う
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
を
表
し
て
い
る

と
す
る

そ
れ
ゆ
え
一
八
一
九
年
一
一
月
の
時
点
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
政
治
的
立
場

を
本
質
的
に
変
え
た
と
す
る
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
主
張
を
否
定
す
る
。

そ
の
一
方
で
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
こ
の
講
義
か
ら
も
、
著
作
と
講
義
と

の
間
の
相
違
は
強
調
点
の
置
き
方
の
違
い
で
あ
り
両
者
の
間
に
断
絶

は
認
め
ら
れ
な
い
と
結
論
で
き
る
と
し
て
、
こ
の
点
で
も
イ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
反
対
し
て
い
る
。

Ⅲ

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
へ
の
批
判

１

イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
批
判

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編
の
第
三
回
講
義
録
が
公
刊
さ
れ
た
年
、
イ
ル
テ
ィ

ン
グ
は
そ
れ
に
対
す
る
書
評
を
い
ち
早
く
公
に
し
て
い
る
。
こ
の
中

（
三
四
）

で
彼
は
こ
の
筆
記
録
に
は
復
古
主
義
へ
の
譲
歩
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
他
の
講
義
に
劣
ら
ず
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

そ
れ
に
と
も
な
い
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
政
治
的
立
場
を
転

換
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
一
八
一
九
年
一
一
月
と
い
う
従
来
の
主
張

か
ら
一
八
二
〇
年
初
夏
へ
と
修
正
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
彼
は
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
す
る
著
作
と
講
義
と
の

間
の
連
続
性
に
は
反
対
し
、
両
者
の
間
の
異
質
性
を
以
前
と
変
わ
ら

ず
主
張
す
る
。
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
言
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
リ
ベ
ラ
ル
な

立
場
を
一
八
一
九
／
二
〇
年
冬
学
期
の
第
三
回
講
義
に
お
い
て
も
堅

、「

、

、

持
し
て
い
た
が

わ
ず
か
数
ヶ
月
の
後

一
八
二
〇
年
初
夏
に
は

公
刊
さ
れ
た
『
法
哲
学
』
に
お
い
て
、
一
八
一
七
年
か
ら
二
〇
年
ま

で
の
哲
学
的
政
治
的
構
想
を
本
質
的
な
点
で
断
念
す
る
こ
と
を
含
む

立
場
に
立
っ
た

。
す
な
わ
ち
「
ヘ
ー
ゲ
ル
は
現
行
の
法
的
国
家
的

」

状
況
に
反
対
す
る
立
場
か
ら

『
要
綱
』
で
は
当
時
の
国
家
だ
け
で

、

な
く
そ
の
抑
圧
的
な
復
古
政
策
も
は
っ
き
り
と
正
当
化
す
る
立
場
に

移
行
し
た
。
…
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
に
あ
る
の
は
ま
さ
に

〈
政
治
的
立

、

場
の
転
換
〉
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る

。
」

（
三
五
）

し
た
が
っ
て
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
⑴
二
重
命
題
に
関
わ
る
問
題
に
つ

い
て
も
、
講
義
と
著
作
と
の
間
に
明
確
な
転
換
を
指
摘
す
る
。
彼
は

（
三
六
）

や
は
り
一
九
八
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
第
一
回
講
義
の
分
析
を
も
踏
ま
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、『

』

「

」

え

要
綱

公
刊
以
前
の
三
回
の
講
義
で
は
理
性
が

歴
史
的
に

発
展
す
る
こ
と
の
必
然
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
当
時
の
歴

史
的
状
況
に
お
い
て
理
性
的
な
も
の
と
現
実
的
な
も
の
の
間
に
矛
盾

、

。

『

』

が
存
在
す
る
と
の
認
識
が
あ
る

と
す
る

こ
れ
に
対
し
て

要
綱

で
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
意
識
は
な
く

「
理
性
的
な
も
の
は
現
実
的

、

で
あ
る
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
性
と
現
実
の
間
の
矛
盾
は
否
定

さ
れ
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
言
う
よ
う

に
、
両
者
を
同
一
の
思
想
の
二
側
面
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
言
う
。

ま
た
、
君
主
権
に
関
わ
る
問
題
で
は
、
第
三
回
講
義
を
含
め
三
つ

の
講
義
と
も
君
主
権
に
形
式
的･

主
観
的
性
質
の
み
を
認
め
、
実
質

的･

客
観
的
な
決
定
は
内
閣
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
君
主

が
責
任
を
免
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
閣
に
は
責
任
が
あ
る
。
こ
れ

『

』

。

に
対
し

要
綱

で
は
君
主
権
は
絶
対
主
義
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る

そ
れ
に
よ
れ
ば
「
君
主
は
〈
形
式
的
〉
に
だ
け
で
な
く
〈
実
質
的
〉

に
も
全
て
の
決
定
を
行
い
、
政
府
は
こ
の
決
定
を
施
行
し
、
適
用
す

る
た
め
に
の
み
存
す
る
」
か
、
あ
る
い
は
「
政
府
は
一
方
で
は
〈
決

定
の
客
観
的
面
〉

を
君
主
に
も
た
ら
す
か
ぎ
り
で
、
君

(

二
八
四
節)

主
権
の
一
契
機
で
あ
る
。
他
方
で
は
君
主
権
と
は
異
な
る
省
と
し
て

〈
君
主
に
よ
る
決
定
の
施
行
と
適
用
〉

に
携
わ
る
」
と

(

二
八
七
節)

（
三
七
）

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
君
主
権
の
講
義

に
お
け
る
立
憲
主
義
的
解
釈
と
、
著
作
に
お
け
る
絶
対
主
義
的
な
解

釈
と
の
間
に
も
、
は
っ
き
り
し
た
断
絶
が
あ
り
、
こ
れ
を
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ
の
よ
う
に｢

強
調
点
の
移
動｣

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２

ヴ
ァ
イ
サ
ー

ロ
ー
マ
ン
及
び
オ
ッ
ト
ー･

ペ
ゲ
ラ
ー

-

に
よ
る
批
判

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ヴ
ァ
イ
サ
ー-

ロ
ー
マ
ン
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編

の
筆
記
録
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
の
忠
実
な
再
現
で
は
な
く
、
資
料
の

「
寄
せ
集
め

」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
こ

K
om

pilation

（
三
八
）

の
筆
記
録
が
他
と
違
っ
て
パ
ラ
グ
ラ
フ
構
成
に
基
づ
い
て
お
ら
ず
、

後
に
な
っ
て
か
ら
パ
ラ
グ
ラ
フ
番
号
が
、
前
年
度
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法

哲
学
講
義
に
沿
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
点
、
ま
た
表
紙
に
記
さ
れ
た

表
題
「
法
哲
学
と
政
治
学
」
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
講
義
題
目
「
自

然
法
と
国
家
学
、
あ
る
い
は
法
の
哲
学
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
弟
子
の
復
習
講
師
レ
オ
ポ
ル
ド
・
フ
ォ
ン･

へ
ニ

ン
グ
が
「
政
治
学
と
自
然
法
」
と
い
う
題
目
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
復
習
講

義
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
筆
記
録
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な



復古のもとでの立憲主義／84

い
か
、
と
ヴ
ァ
イ
サ
ー-

ロ
ー
マ
ン
は
推
測
し
て
い
る
。

オ
ッ
ト
ー
・
ペ
ゲ
ラ
ー
も
同
じ
く
こ
の
筆
記
録
の
文
献
学
的
な
価

値
を
疑
っ
て
お
り
「
こ
の
よ
う
な
不
明
瞭
な
箇
所
の
多
い
寄
せ
集
め

の
う
ち
に
…
体
系
化
へ
の
道
を
あ
と
づ
け
る
議
論
を
見
出
そ
う
と
す

」

。

、

る
の
は
無
駄
な
努
力
で
あ
る

と
断
じ
て
い
る

ま
た
内
容
面
で
は

(

三
九)

ヘ
ー
ゲ
ル
が
市
民
社
会
の
新
し
い
貧
民
に
革
命
権
を
帰
し
て
い
る
と

い
う
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
見
解
に
対
し
て
、
ペ
ゲ
ラ
ー
は
「
そ
れ
は
次
の

世
代
に
属
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
」
と
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
考
え
て
い
る

（
四
〇
）

緊
急
権
は
伝
統
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
。

Ⅳ

リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
発
見

と
両
筆
記
録
の
比
較

一
九
九
七
年
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
一
八
一
九
／
二
〇
年
法
哲
学
講
義
の

新
た
な
筆
記
録
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ヨ
ハ
ン
・
ル
ド
ル
フ
・
リ

ン
ギ
ア

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
バ
ー
ゼ

(

一
七
九
七
～
一
八
七
九)

（
四
一
）

ル
・
ビ
ン
ニ
ン
ゲ
ン
の
ハ
ン
ス
・
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
博
士
の
個
人
蔵
書

中
に
あ

(

か
つ
て
リ
ン
ギ
ア
家
の
も
の
で
あ
っ
た
蔵
書
の
大
部
分
を
含
む)

っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
筆
記
録
を
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
引
用
部
分
に
は
註
一
一
に
挙
げ
た
版
の
ペ
ー
ジ

数
と
行
数
の
み
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

リ
ン
ギ
ア
・
ノ
ー
ト
の
発
見
と
出
版
に
よ
り
、
そ
の
内
容
が
大
筋

に
お
い
て
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編
の
筆
記
録
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
部
で
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ
編
の
筆
記
録
の
信
憑
性
、
特
に
そ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
一
八
一

九
／
二
〇
年
法
哲
学
講
義
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点

は
ほ
ぼ
確
証
さ
れ
た
。
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
版
が
、
講
義
の
ノ
ー
ト
に
基
づ

い
て
後
か
ら
職
業
的
筆
記
者
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
講
義
録
で
あ

る
の
に
対
し
、
リ
ン
ギ
ア
の
講
義
録
が
講
義
時
に
直
接
ノ
ー
ト
さ
れ

S
.
X
V

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（

。
こ
れ
ら
の
両
講
義
録
は
、
同
じ
講
義
の
異
な
る
書
き
手
に
よ
る

II

）
筆
記
録
と
し
て
相
互
に
補
完
し
あ
っ
て
お
り
、
元
の
講
義
の
よ
り
正

確
な
再
構
成
を
可
能
に
し
て
い
る
。

１

形
式
面

論
述
の
仕
方

(1)リ
ン
ギ
ア･
ノ
ー
ト
に
も
パ
ラ
グ
ラ
フ
番
号
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
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り
こ
の
学
期
に
限
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が
特
別
の
仕
方
で
講
義
を
行

っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
証
さ
れ
た
。
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
推
定
を
リ
ン
ギ
ア

･

ノ
ー
ト
の
編
者
も
支
持
し
て
お
り
、
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
決
議
の
施

行
下
の
状
況
で
「
ヘ
ー
ゲ
ル
が
前
も
っ
て
書
か
れ
た
パ
ラ
グ
ラ
フ
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
素
材
を
講
義
の
な
か
で
考
え
な
が
ら
練

り
上
げ
、
以
前
の
テ
ク
ス
ト
を
掘
り
下
げ
、
改
定
し
、
広
げ
て
い
っ

た
こ
と
が
あ
と
づ
け
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

」（

）

S
.X
IX

目
次
と
表
題

(2)ま
た
、
匿
名
の
筆
記
録
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る｢

目
次｣

そ

－

の
中
に
は
講
義
の
中
で
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
表
題
や
区

分
が
含
ま
れ
て
い
る

は
筆
記
者
に
よ
っ
て
後
で
付
け
ら
れ
て
お

－

り
、
そ
れ
ら
は
テ
ク
ス
ト
自
体
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
ヘ

ン
リ
ッ
ヒ
の
仮
説
も
確
認
さ
れ
る

。

（S
.X
IX
f.

）

リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
で
は
区
分
は
非
体
系
的
に
、
時
に
は
表
題
に

よ
っ
て
、
ま
た
多
く
は
下
線
を
引
か
れ
た
主
要
概
念
に
よ
っ
て
示
さ

れ
て
い
る
。

個
々
の
校
訂

(3)

こ
の
筆
記
録
の
発
見
に
よ
っ
て
、
従
来
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
個

々
の
疑
問
点
が
明
ら
か
に
な
り
、
元
の
講
義
の
よ
り
正
確
な
再
現
が

。

、

可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

例
え
ば
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
が

聞
き
間
違
い
ま
た
は
読
み
間
違
い
に
よ
る
明
ら
か
な
表
現
上
の
誤
り

と
し
て
指
摘
し
て
い
る
若
干
の
箇
所
は
、
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
該

当
箇
所
に
よ
っ
て
直
接
に
訂
正
さ
れ
う
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
本
稿
Ⅱ
‐
１
‐

で
触
れ
た
箇
所
に
つ
い

(3)

て
は
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
対
応
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

「
現
実
の
混
乱
を
肉
眼
は
単
純
な
現
実
へ
と
連
れ
戻
し
、
あ
の

特
定
の
利
害
か
ら
自
由
に
す
る
。
一
面
で
は
そ
れ
ゆ
え
、
哲
学

は
そ
の
歴
史
を
出
来
事
の
彼
岸
で
行
う
の
で
は
な
い
。
哲
学
は

そ
れ
ら
の
実
体
的
な
本
性

を
考
察
す

ihre
substantielle

N
atur

。

る
」(

)
S
.8,

191-195

し
た
が
っ
て
恐
ら
く
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編
の
筆
記
録
で
の
「
不
満

」
は
「
本
性

」
の
誤
記
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
ヘ
ン

U
nlust

N
atur

リ
ッ
ヒ
の
推
定
の
正
し
さ
が
実
証
さ
れ
た
と
い
え
る
。
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も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
補
完
は
相
互
的
で
あ
る
。
例
え
ば
逆
に
リ

ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
に
連
続
し
た
白
紙
の
ペ
ー
ジ
で
示
さ
れ
て
い
る
大

き
な
省
略
箇
所
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
後
日

（

）

S
.9;

S
.146

埋
め
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
行
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
版
の

該
当
箇
所

で
補
わ
れ
得
る
。

（

）

H
enrich

S
.51-61;

S
.196-198

２

内
容
面

二
重
命
題

(1)理
性
と
現
実
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ
る
二
重
命
題
に
関
し
て
は
、
ヘ
ン

リ
ッ
ヒ
版
の
「
理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
に
な
り
、
現
実
的
な
も
の

は
理
性
的
に
な
る
」
と
い
う
〈
歴
史
理
論
的
な
ヴ
ァ
リ
ア
ン
テ
〉
は

リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
後
者
に
お
い
て
該
当
す

る
表
現
は

w
as

ver-

「
理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
で
あ
り
、
逆
も
ま
た
、
…

。

nünftig
ist,

ist
w
irklich

und
um

gekehrt,
...

」(
)

S
.8,

205-206

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
省
略
さ
れ
て
は
い
る
が
基
本
的
に
要

綱
と
同
じ
表
現
で
あ
る
。
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
編
者
は
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ
編
の
筆
記
録
と
の
間
の
異
同
に
つ
い
て
、
前
者
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講

義
を
言
葉
ど
お
り
再
現
し
た
直
接
の
聴
講
記
録
だ
と
推
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
次
の
①
の
可
能
性
の
ほ
う
が
②
よ
り
も
高
い
と
し
て
い
る

。

（S
.X
X
I

）

①
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
版
で
の
書
き
換
え
…
「
二
重
命
題
」
は
後
に
な
っ

て
編
集
さ
れ
る
際
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
で
の

を
用
い
た
唐
突
な

sein

等
置
か
ら

を
用
い
た
か
た
ち
へ
と
変
更
さ
れ
た
。

w
erden

②
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
で
の
書
き
換
え
…
聞
き
書
き
を
行
っ
て
い

る
聴
講
者
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
用
い
た

を

に
変
更
し
た
。

w
ird

ist

ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
が
両
方
の
表
現
を
使
用
し
た
と
い
う
可
能
性

に
対
し
て
は
、
編
者
は
こ
の
く
だ
り
が｢

逆
も
ま
た
同
じ｣

と
短
縮
形

を
用
い
た
性
急
な
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー

ト
で
こ
の
直
後
に
あ
る

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
版
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
な

－

い

以
下
の
補
足
内
容
を
反
証
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

－

「
し
か
し
混
乱
し
う
る
個
別
的
な
も
の
や
特
殊
的
な
も
の
に
お

[

理
性
的
な
も
の]

い
て
で
は
な
い
。
個
別
的
な
も
の
は
常
に
そ
れ

を
逃
し
、
理
性
の
法
に
出
会
う
こ
と
は
な
い
。
理
性
的
考
察
は
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行
う
べ
き
重
要
な
こ
と
の
た
め
に
個
別
的
な
も
の
の
中
で
は
矛

盾
し
て
い
る
も
の
を
乗
り
越
え
る
。
法
の
哲
学
の
目
的
は
そ
れ

ゆ
え
基
盤
を
、
現
実
的
世
界
の
内
的
な
も
の
を
認
識
す
る
こ
と

。

で
あ
る
」（S

.8,
205-S

.9,
211

）

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
在
る
と
こ
ろ
の
も
の
の
う
ち

に
内
在
的
な
理
性
性
を
認
識
す
る
、
抽
象
的
思
考
と
は
対
立
し
た
哲

学
的
考
察
の
視
点
で
あ
る
。
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
編
者
は
ヘ
ン
リ

ッ
ヒ
版
に
お
け
る
二
重
命
題
の
表
現
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
も
の
で
は
な
い

可
能
性
が
高
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
〈
歴
史
理
論
的
視
点
〉
が

現
れ
て
い
る
と
い
う
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
自
体
は
受
け
入
れ
る
。
そ

の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
命
題
の
前
後
に
歴
史
理
論
的
視
点

が
読
み
取
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
直
前
に
は
次

の
一
節
が
あ
る
。

｢

あ
る
国
民
に
、
お
の
ず
か
ら
生
じ
て
は
い
な
い
、
そ
の
時
に
至

っ
て
い
な
い
諸
制
度
を
与
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
哲

学
は
ば
か
げ
た
こ
と
と
み
な
す
。
哲
学
は
そ
の
時
に
至
っ
た
も

S
.8,

の
は
必
然
的
に
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
確
証
を
与
え
る｣

（

。

198-202

）

確
か
に
こ
こ
に
歴
史
理
論
的
視
点
を
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

し
、
ま
た
緒
論
部
分
を
離
れ
て
も
こ
の
ノ
ー
ト
全
体
に
そ
の
強
い
傾

向
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
〈
発
見
〉
し

た
二
重
命
題
の
定
式
の
新
し
い
ヴ
ァ
リ
ア
ン
テ
が
ど
う
や
ら
幻
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
表
現
の
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か
っ
た
だ

け
に
残
念
で
も
あ
る
。
今
後
は
二
重
命
題
の
表
現
形
式
の
微
妙
な
差

異
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
テ
ク
ス
ト
全
体
の
内
容
に
基
づ
い
て
理
性
と
現

実
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
く
こ
と
が
生
産
的
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え

で
初
め
て
著
作
と
講
義
と
の
間
が
連
続
な
の
か
非
連
続
な
の
か
と
い

う
あ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

貧
困
と
賤
民

(2)貧
困
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
か
ら
も
覗

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
近
代
市
民
社
会
に
お
け
る
分
業

と
機
械
化
の
下
で
の
労
働
と
そ
の
疎
外
か
ら
、
貧
困
が
構
造
的
に
生

み
出
さ
れ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

「
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
よ

。

り
依
存
的
に
、
愚
鈍
に
な
る
」

。
こ
こ
で
も
ピ
ン
の

(
)

S
.119,

186-7
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生
産
を
例
に
取
っ
た
分
業
に
つ
い
て
の
説
明
が
同
じ
く
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
か
ら
引
か
れ
て
い
る

。
市
民
社
会
の
必
然
的
な

（ebd.,179-185

）

帰
結
と
し
て
生
じ
る
貧
困
と
賤
民
と
に
つ
い
て
の
記
述
は
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ
編
の
筆
記
録
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
。

や
は
り
こ
こ
で
も
貧
富
の
差
の
拡
大
は
市
民
社
会
の
構
造
的
産
物

だ
と
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
る
と
こ
ろ
で
は
富
が
、
別
の
と
こ
ろ
で
は
貧
困
と
悲
惨
さ

が
無
制
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
社
会
自
体
の
産
物
で

あ
る
。
一
方
の
側
で
富
が
増
加
す
る
よ
う
に
、
他
方
の
側
で
は

。

悲
惨
さ
が
増
加
す
る
」（S

.144,
46-9

）

そ
し
て
構
造
的
貧
困
が
貧
民
の
内
面
を
も
侵
し
、
貧
民
の
賤
民
化

を
引
き
起
こ
す
。

「

快
適
さ
と
い
う
点
で
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
ま
た

〔
生
活
の
〕

道
徳
的
退
廃
も
招
来
さ
れ
る

。

」（S
.145,

75-7

）

こ
の
よ
う
な
賤
民
発
生
に
至
る
社
会
的
力
学
と
で
も
言
う
べ
き
も

の
は
、
こ
の
ノ
ー
ト
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
、
ま
た
詳
細
に
分
析
さ

れ
て
い
る
。
貧
民
は
〈
彼
自
身
の
恣
意
〉
に
よ
っ
て
賤
民
と
な
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
〈
他
者
の
恣
意
〉
あ
る

〈

〉

。

い
は

社
会
的
な
専
横

に
よ
っ
て
賤
民
に
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
四
二
）

賤
民
が
義
務
を
果
た
さ
な
い
破
廉
恥
な
者
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
彼

か
ら
〈
あ
ら
か
じ
め
〉
権
利
が
奪
わ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

「
そ
こ
に
は
ま
た
外
的
な
窮
乏
の
み
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
全

く
別
の
不
和
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
市
民
社
会
に
対
す
る
感
情
の

不
和
で
あ
る
。
貧
民
は
自
分
が
侮
辱
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出

す
。
彼
の
周
り
で
は
皆
満
ち
足
り
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
何
も

持
た
ず
、
飢
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
こ
こ
に
あ
る
の
は
自
然
的

窮
乏
で
は
な
い
。
彼
に
敵
対
し
て
い
る
の
は
自
然
で
は
な
い
…

こ
こ
で
は
敵
対
的
な
も
の
は
一
つ
の
意
志
で
あ
り
、
一
般
的
に

言
え
ば
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
自
分
が
感
覚
に
で
は
な

く
、
意
志
に
、
恣
意
に
、
偶
然
に
依
存
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

（
四
三
）

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
彼
を
不
和
の
う
ち
に
お
く
の
で
あ
る
。

…
権
利
が
定
在
を
持
た
な
い
と
こ
ろ
で
は
…
個
人
は
権
利
な
き

者
と
し
て
存
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
ま
た
義
務
も
持
た
な
い
。
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彼
の
う
ち
で
は
義
務
の
意
識
と
感
情
と
が
消
失
す
る
と
い
う
状

態
が
必
然
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
感
情
か
ら
腐
敗
が
、
破
廉

恥
が
生
じ
る

す
な
わ
ち
賤
民
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
も
の

－

で
あ
る
。
だ
か
ら
賤
民
は
と
り
わ
け
発
達
し
た
市
民
社
会
に
生

じ
る
…

。

」（S
.146,

89-108

）

し
か
し
こ
の
後
に
は
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
版
で
抵
抗
権･

革
命
権
に
関
わ

る
と
さ
れ
て
い
る
箇
所

に
該
当
す
る
も
の

(

本
稿
Ⅱ
‐
２
‐

参
照)

(2)

が
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
も
し
存
在
す
る
と
す

vgl.
S
.146,

れ
ば
以
下
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
欠
落
し
て
い
る
部
分

(

に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
結
局
リ
ン

119
)

ギ
ア･

ノ
ー
ト
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
仮
説
を
補
強

す
る
材
料
を
提
供
し
て
は
い
な
い
と
い
え
る
。

、

、

し
か
し
な
が
ら
こ
の
点
を
除
け
ば

リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
か
ら
も

第
三
回
講
義
に
お
け
る
貧
困
問
題
の
考
察
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
あ
ら
ゆ
る

法
哲
学
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
抜
き
ん
出
て
詳
細
か
つ
鋭
い
洞
察
を
含

ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ
の
高
い
評
価
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

君
主
権
理
論
と
検
閲

(3)君
主
権
の
規
定
に
つ
い
て
は
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
に
は
ヘ
ン
リ
ッ

ヒ
版
と
大
き
な
異
同
は
な
い
。
こ
の
部
分
が
十
分
に
リ
ベ
ラ
ル
で
あ

り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
復
古
政
策
に
合
わ
せ
て
内
容
を
改
変
し
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
と
す
る
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主
張
を
覆
す
も
の
は
認
め
ら
れ

な
い
。
検
閲
を
め
ぐ
る
政
治
的
状
況
が
著
作
と
講
義
と
の
間
の
差
異

を
生
み
出
し
た
に
せ
よ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
一
八
一
九
年
秋
以
降
政
治
的

立
場
を
変
更
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
す
る
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
主

張
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

問
題
は
む
し
ろ
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
説
の
検
討
部
分
で
既
に
述
べ
た
よ

う
に

、
両
講
義
録
の
い
ず
れ
に
よ
る
に
せ
よ
、
こ
こ

(

註
三
三
参
照)

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
君
主
権
の
理
論
が
他
の
諸
講
義
と
比
べ
て
ヘ
ン

リ
ッ
ヒ
の
言
う
ほ
ど
傑
出
し
て
リ
ベ
ラ
ル
な
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
Ⅱ
‐
２
‐

で
示
し
た
ヘ
ン
リ

(3)

ッ
ヒ
に
よ
る
引
用
の
仕
方
は
誤
解
を
招
く
と
言
え
な
く
は
な
い
。
省

略
箇
所
及
び
前
後
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
補
っ
た
上
で
再
掲
す
る
。

「
よ
り
詳
し
い
、
よ
り
規
定
さ
れ
た
帰
結
は
主
権
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
最
終
的
な
決
定
者
で
あ
る
。
国
家
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の
う
ち
で
行
わ
れ
る
全
て
の
こ
と
は
君
主
の
名
前
と
力
に
お
い

て
行
わ
れ
る
。
そ
の
名
前
は
そ
れ
ゆ
え
最
終
的
な
決
定
性
を
含

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
表
象
の
記
号
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
表

象
は
個
別
的
な
も
の
を
個
別
的
な
も
の
と
し
て
受
け
取
る
に
至

る
。

裁
判
官
は
、
完
全
に
独
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

－

ず
、
君
主
の
名
前
で
判
決
を
下
す

。

」（H
enrich

S
.250f.

）

こ
れ
に
対
す
る
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

「

、

よ
り
詳
し
い
帰
結
は
本
来
主
権
に
ふ
さ
わ
し
く
は
あ
り
え
ず

君
主
は
最
終
的
な
決
定
者
で
あ
る
。
国
家
の
う
ち
で
は
全
て
は

君
主
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
名
前
に
よ
っ
て
私
は
私
を
他
者

か
ら
区
別
し
、
私
は
こ
の
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
こ
れ
は
何
か
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。
名
前
は
表
象

の
記
号
で
あ
る
。
こ
の
主
観
性
を
示
す
の
は
君
主
の
名
前
で
あ

る
。
裁
判
官
は
、
君
主
が
そ
れ
と
全
く
関
係
が
な
い
に
も
か
か

、

」

。

わ
ら
ず

君
主
の
名
前
で
判
決
を
下
す
（

）

S
.178,

222-S
.179,

230

前
者
で
「
そ
れ

は
そ
も
そ
も
最
終
的
な
決
定
者
で
あ
る
。

[

主
権]

」
と
あ
る
の
が
後
者

S
ie

ist
überhaupt

das
letzte

E
ntscheidende.

der
M
onarch

ist
das

で
は
「
君
主
は
最
終
的
な
決
定
者
で
あ
る
。

」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
よ
り
わ
か
り
や

letzte
E
ntscheidende.

す
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
君
主
権
の
形
式
性
と
と
も
に
そ
の

最
終
決
定
者
と
し
て
の
役
割
が
言
わ
れ
て
お
り
、
第
二
回
講
義
の
記

述
と
比
べ
て
署
名
の
形
式
性
が
格
段
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
こ
の
一
節
に
続
く
部
分
の
内
容
か
ら
も
確
認

で
き
る
。
既
に
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
編
の
筆
記
録
で
も
、
直
後
の
パ
ラ
グ
ラ

フ
で
、
平
和
時
に
は
主
権
が
介
入
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

緊
急
時
に
は
と
り
わ
け
憲
法
体
制
の
内
的
な
欠
陥
が
現
れ
た
と
き
は

介
入
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
見
出
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
パ
ラ

グ
ラ
フ
は
「
君
主
、
国
家
の
良
心
は
、
全
て
の
形
態
が
何
も
決
定
で

き
な
い
場
合
で
も
存
在
し
得
る
。
こ
こ
に
は
限
界
が
定
め
ら
れ
て
お

、

」

ら
ず

こ
の
も
の
は
何
か
自
己
自
身
に
権
限
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
ま
さ
に
君
主

(
)

H
enrich

S
.251

の
外
か
ら
制
限
さ
れ
な
い
自
己
決
定
性
と
い
う
絶
対
主
義
的
傾
向
が

読
み
取
れ
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
い
わ
ゆ
る
君
主
権
の
両
義
性
は
こ
こ
に
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、

。

も

少
な
く
と
も
他
の
講
義
と
同
程
度
に
は
現
れ
て
い
る
と
言
え
る

同
様
に
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
で
も
引
用
部
分
の
十
行
ほ
ど
後
で
緊

急
時
の
介
入
に
つ
い
て
論
じ

「
主
権
は
不
適
当
な
裁
判
が
行
わ
れ

、

た
場
合
は
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
、

」（

）

S
.179,

244-5

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
に
よ
る
裁
判
へ
の
介
入
の
例
を
挙
げ
て
い
る

。

（ebd.,
245-253

）

３

ま
と
め

以
上
は
、
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
ご
く
限
ら
れ
た
部
分
の
検
討
に

過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
第
三
回
講
義
が
『
要
綱
』
と
比
べ
て
リ
ベ

ラ
ル
な
主
張
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
こ
の
立
憲
主
義
的
な
傾

向
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
言
う
よ
う
に
そ
れ
以
前
の
講
義
を
「
さ
ら
に

上
回
っ
て
い
る

と
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
と

」（

）

H
enrich

S
.28

い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
講
義
に
つ
い
て
の

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
評
価
が
、
既
に
見
た
よ
う
に
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ

の
傑
出
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
リ
ン
ギ
ア
・
ノ
ー
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
ヘ
ー

ゲ
ル
の
講
義
の
姿
は
こ
の
よ
う
な
評
価
に
逆
行
す
る
と
は
言
え
な
い

が
、
や
や
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

本
稿
に
お
け
る
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
検
討
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
こ
の
判
断
の
是
非
は
こ
の
筆
記
録
の
よ
り
詳
細
な
検
討
を

待
っ
て
改
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

結
論

残
さ
れ
た
問
題

－

前
章
に
見
た
よ
う
に
、
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
発
見
に
よ
っ
て
、

ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
版
の
第
三
回
講
義
筆
記
録
に
向
け
ら
れ
た
批
判
の
う

ち
、
ヴ
ァ
イ
サ
ー-

ロ
ー
マ
ン
及
び
ペ
ゲ
ラ
ー
等
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
文
献
自
体
の
信
憑
性
に
対
す
る
疑
問
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
払
拭

さ
れ
た
。
ま
た
内
容
面
で
は
第
三
回
講
義
に
対
す
る
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の

評
価
は
や
や
修
正
な
い
し
保
留
す
べ
き
点
も
あ
る
も
の
の
、
大
筋
で

は
妥
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
批
判
の
持
つ
論
点
に
関
し
て
は
、
彼
自

身
に
よ
る
時
期
に
関
す
る
修
正
を
除
い
て
、
こ
の
発
見
が
大
き
く
事

。

、

、

態
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

つ
ま
り

リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
は

ヘ
ー
ゲ
ル
の
政
治
的
態
度
の
変
化
は
第
三
回
講
義
終
了
後
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
そ
の
態
度
変
更
は
転
向
か
偽
装
か
と
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い
う
思
想
の
内
容
上
の
問
題
に
つ
い
て
決
定
的
な
光
明
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
両
筆
記
録
に
基
づ
く
第
三
回
講
義
の
詳
細
な

検
討
は
も
ち
ろ
ん
、
第
四
回
以
降
の
講
義
録
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
い
わ
ゆ
る
歴
史

理
論
的
視
点
と
制
度
理
論
的
視
点
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

彼
の
言
う
よ
う
に
同
一
思
想
の
持
つ
両
義
性
な
の
か
、
イ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
言
う
よ
う
に
思
想
的
矛
盾
な
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
思
想
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
イ
ル
テ
ィ

ン
グ
・
テ
ー
ゼ
の
提
起
し
た
問
題
自
体
を
狭
義
の
政
治
的
立
場
の
問

題
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
体
系
全
体
を
そ
の
内
実
と

形
成
過
程
の
両
面
か
ら
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
釈
し
な
お
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
初
期
思
想
を
含
め
た
長
い
ス
パ
ン

で
の
内
容
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
行
え
な
か
っ
た

こ
の
よ
う
な
検
討
は
、
二
つ
の
筆
記
録
の
詳
細
な
分
析
に
基
づ
く
第

三
回
講
義
の
再
構
成
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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。
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(
)

V
gl.

H
.-C

h.
L
ucas

/
U
.
R
am

eil
1980

:
„F
urcht

vor
der

Z
ensur?

Z
ur

（

）
六

(
)

E
ntstehungs-

und
D
ruckgeschichte

von
H
egels

G
rundlinien

der
P
hilosophie

des
R
echts“,

in:
,
B
d.
15,

S
.
63-93.

H
egel-Studien

Ilting
1973

,
S.102.

（
七
）

(
)

（
八
）
竹
島
あ
ゆ
み

(
)

「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ー
ト
―

2002
:

『
法
の
哲
学
要
綱
』(

)

と
第
一
回
法
哲
学
講
義
録(

)

―

『
ヘ
ー

1820
1817/18

」
、

ゲ
ル
哲
学
研
究
』
第
８
号
、
一
〇
二
～
一
一
七
頁
。

P
hilosophie

des
R

echts,
die

V
orlesung

von
1819/20

（
九
）G

.
W
.
F.

H
egel,

,
D
.
H
enrich

H
rsg.

,
F
rankfurt

a.
M
.:
S
uhrkam

p,
1983

in
einer

N
ahschrift

(
)

=
H
enrich

.
[

]

K
.-
H
.
Ilting

1983
:
„Z
ur

G
enese

der
H
egelschen

›R
echtsphilo-

（
一
〇
）

(
)

sophie‹“,
in:

30.
Jahrgang

H
eft

3/4,
S
.161-209.

P
hilosophische

R
undschau
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V
orlesungen

über
die

P
hilosophie

des
R

echts.
（
一
一
）G

.
W
.
F.

H
egel,

,
E
.
A
ngehrn,

B
erlin

1819/20.
N

achgeschrieben
von

Johann
R

udolf
R

ingier

M
.
B
ondeli

und
H
.
N
.
S
eelm

ann
H
rsg.

,
H
am

burg:
F
elix

M
einer,

2000
(

)

=
R
ingier

.
[

]

（
一
二
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
例
え
ば
以
下
を
参
照
。

R
ingier,

S
.X
ff.

早
瀬
明(

)

「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
な
ら
び
に
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
法
哲
学
講
義

2001
:

聴
講
ノ
ー
ト

、
加
藤
尚
武
編
『
ヘ
ー
ゲ
ル
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

、
世
界
思
想

」

』

社
、
一
六
九
～
一
八
六
頁
。

（
一
三
）
主
と
し
て

(
)

を
参
考
に
し
た
。

Ilting
1973

,
S.43-68

V
gl.

Ilting
B
d.1,

S
.285.

（
一
四
）

,
J.
H
offm

eister
H
rsg.

,
B
d.II,

H
am

burg:

（
一
五
）

(
)

B
riefe

von
und

an
H

egel

F
elix

M
einer,

1953,
S.219-20.

E
bd.

（
一
六
）Ilting

1973
,
S.64f.

（
一
七
）

(
)

Ilting
1973

,
S.63.

（
一
八
）

(
)

（
一
九
）
註
九
参
照
。
以
下
本
章
に
お
け
る
引
用
は
こ
れ
に
よ
り
ペ
ー
ジ
数
の

み
を
示
す
。

（
二
〇
）
こ
の
推
定
の
根
拠
に
つ
い
て
は

を
参
照
。

H
enrich

S.302ff.

（
二
一
）
し
か
し
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
最
初
の
四
分
の
一
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
で
、
講
義
の
初
め
の
頃
は
聴
講
者

が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
内
容
を
理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
お
そ
ら
く
数
時
間
は

欠
席
し
て
い
る
こ
と
が
筆
記
録
か
ら
う
か
が
え
る
、
と
い
う
（

。

H
enrich

S.11

）

G
rundlinien

der
P

hilosophie
des

R
echts.

W
erke

in

（
二
二
）G

.W
.F.

H
egel,

,
R
edaktion

E
va

M
oldenhauer

und
K
arl

M
arkus

M
ichel,

zw
anzig

B
änden

F
rankfurt

a.
M
.:
S
uhrkam

p,
1969ff.,

B
d.7

=
R
ph

,
S
.24.

[
]

H
aym

1857
,
S
.365.

（
二
三
）

(
)

Ilting
B
d.1,

S.232.

（
二
四
）

Ilting
B
d.1,

S
.231.

（
二
五
）R

ph,
S
.26f.

（
二
六
）Ilting

1973
,
S
.82.

（
二
七
）

(
)

（
二
八
）
ハ
イ
ネ
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
か
つ
て
私
が
〈
存
在
す
る
も
の
は
全
て
理
性
的
で
あ
る
〉
と
い
う
言
葉
に
つ

い
て
不
満
を
漏
ら
し
た
と
き
、
彼[

ヘ
ー
ゲ
ル]

は
奇
妙
な
微
笑
を
見
せ
て
こ
う

言
い
ま
し
た

『
そ
れ
は
〈
理
性
的
で
あ
る
も
の
は
全
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら

。

な
い
〉
と
い
う
こ
と
も
で
き
る

、
と

。

』

」

V
gl.

,
G
.
N
icolin

H
rsg.

,
H
am

-
H

egel
in

B
erichten

seiner
Zeitgenossen

(
)

burg:
F
elix

M
einer,

1970,
S
.235;

H
einrich

H
eine,

,
B

riefe
über

D
eutschland

in:
in

10
B
änden,

O
.
W
alzel

H
rsg.

,
L
eipzig

1910ff.,
B
d.9,

H
eines

W
erke

(
)

S
.484.

（
二
九
）
直
接
に
は
ア
ダ
ム･

ス
ミ
ス
『
諸
国
民
の
富
』
か
ら
、
ピ
ン
の
生
産
の

例
が
引
用
さ
れ
て
い
る(

)

。

S
.159A

n
Inquiry

into
the

N
ature

and
C

auses
of

the
V
gl.

A
.
S
m
ith

1776
,

(
)

,
L
ondon:

A
.
S
trahan

and
T
.
C
adell,

C
h.1.

W
ealth

of
N

ations

„m
ein

W
ille“

„einem

（

）

。

三
〇

と
あ
る

リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
対
応
箇
所
で
は

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
「
貧
民
自
身
の
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い

W
illen“

と
考
え
る
。
こ
の
く
だ
り
は
後
述
の
よ
う
に
リ
ン
ギ
ア･

ノ
ー
ト
の
記
述
に
よ
る

方
が
理
解
し
や
す
い(

本
稿
Ⅳ
‐
２
‐

及
び
註
四
二
参
照)

。

( )2

Ilting
B
d.
3,
S
.746.

（
三
一
）

（
三
二
）
し
か
し
筆
者
は
こ
の
箇
所
も
や
は
り
両
義
的
に
読
め
る
と
考
え
る
。

と
い
う
の
は
引
用
箇
所
の
直
前
に
は
「
国
家
の
う
ち
で
行
わ
れ
る
全
て
の
こ
と

は
君
主
の
名
前
と
力
に
お
い
て
行
わ
れ
る
」
と
あ
り
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
が
中
略
し

て
い
る
箇
所
に
は

「

そ
の
名
前
は
〕
そ
れ
ゆ
え
最
終
的
な
決
定
性
を
含
ん
で

、
〔

い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（

。
本
稿
Ⅳ
‐

vgl.
H
enrich

S.250

）

２
‐

も
参
照
。

( )3

（
三
三
）
こ
の
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の
判
断
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
不
適
当
で
あ
る
と
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筆
者
は
考
え
る
。
少
な
く
と
も
第
三
回
講
義
が
他
の
講
義
「
を
上
回
っ
て
」
リ

ベ
ラ
ル
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
本
稿
Ⅳ
参
照

。）

Ilting
1983

,
S
.161-209.

（
三
四
）

(
)

E
bd.,

S
.192.

（
三
五
）E

bd.,
S
.181f.

（
三
六
）E

bd.,
S.191.

（
三
七
）E

.
W
eisser-L

ohm
ann

1991
:
„H

egels
rechtsphilosophische

V
or-

（
三
八
）

(
)

lesungen.
Z
eugnisse,

M
anuskripte

und
N
achschriften“,

B
d.

H
egel-Studien

26,
S
.66f.O

.
P
öggeler

1991
,
„N

achschriften
von

H
egels

V
orlesungen“,

（
三
九
）

(
)

B
d.
26,

S
.166.

H
egel-Studien

E
bd.

（
四
〇
）

（
四
一
）

(
)

ス
イ
ス
・
レ
ン
ツ
ブ
ル
ク
出

Johann
R
udolf

R
ingier

1797-1879
.

身
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
（
一
八
一
六
～
一
八
一
八

・
ベ
ル
リ
ン(

一
八
一
八
～

）

一
八
二
〇)

で
法
学
を
学
ぶ
傍
ら
哲
学
と
自
然
科
学
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た

(
)

。

vgl.
R
ingier

S
.X
V
I

（
四
二
）
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
の
方
が
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
版
の
記
述
よ
り
も

明
快
で
あ
る
。

（
四
三
）
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
版
で
は

と

の
対
比
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

„S
ein“

„W
ille“

„E
r
fühlt

sich
nicht

abhängig
von

einem
,
sondern

von
einem

で
は

Sinn

と
な
っ
て
い
る(

強
調
は

W
illen,

von
einer

W
illkür,

von
einem

Z
ufälligen“

引
用
者)

。



( 5 )

Konstitutionalismus unter der Restauration
Zwei Nachschriften von Hegels Vorlesung über―

―die Philosophie des Rechts in Berlin 1819/20

Ayumi TAKESHIMA

Die Veröffentlichung von zahlreichen Nachschriften der Vorlesungen wirft neues
Licht auf den alten Streit: ob Hegels Rechtsphilosophie eine liberale, genauer gesagt,
konstitutionalistische Theorie oder die Verherrlichung der preußischen Monarchie

den Grundlinien der Philosophiesei. K.-H. Ilting behauptet die Diskrepanz zwischen
1820 und den Vorlesungen der Rechtsphilosophie Hegels: Jene habedes Rechts ( )

die restaurative Tendenz und diese dagegen die liberale. Seine Opponenten sehen
dagegen eine Kontinuität zwischen Buch und Vorlesungen. Hat ‚der liberale Hegel‘,
wie Ilting meint, eine wesentliche politische Wendung zum ‚Restaurationsphilo-
sophen‘ gemacht oder hat er nur die Restaurationspolitik unter der Maske des Staats-
philosophen überlebt?

Zu dieser Fragestellung habe ich schon die erste Vorlesung der Philosophie des
Rechts 1817/18 behandelt A. Takeshima, „Die Aktualität der Hegelschen Rechts-( ) (

philosophie“ Japanisch , Bd.8, Hegel-Forschungs-[ ] Studien zu Hegels Philosophie
kreis, Tokyo, 2002, S.102-117 . Im vorliegenden Aufsatz wird die dritte Vorlesung)

1819/20 zu demselben Themenkreis untersucht.( )

Die betreffende Vorlesung war bis vor kurzer Zeit nur durch die von D. Henrich
herausgegebener Nachschrift bekannt. Eine andere Nachschrift, die von Johann
Rudolf Ringier 1797-1879 aus Lenzburg/Schweiz stammt, wurde 1997 aufgefun-( )

den und publiziert 2000 . Durch diesen Fund stehen nun zwei Nachschriften der-( )

selben Vorlesung zur Verfügung, deren Vergleich es erlaubt, die originale Vorlesung
approximativ zu rekonstruieren. Diese neuerdings aufgefundene Nachschrift wird
hier nur in begrenztem Rahmen behandelt. So beschränkt sich die Perspektive dieses
Aufsatzes auf die Frage, wieviel die Nachschrift von Ringier dazu beiträgt, das
Problem um Hegels politische Wendung aufzulösen, und ob sie Henrichs Korrek-
turen und Interpretationen des Textes bestätigt.

Im ersten Teil gebe ich einen knappen Überblick über die Vorlesungen der
Rechtsphilosophie in Heidelberg und Berlin und über die politischen Umstände
1819-20 in Preußen I . Im zweiten geht es um Henrichs Interpretationen der Nach-( )

schrift der Vorlesungen von 1819/20 II . Im dritten wird die Polemik gegen( )

Henrichs Behauptungen behandelt III . Danach wird der Versuch unternommen,( )

durch Vergleichen beider Nachschriften die Interpretationen Henrichs zu prüfen
IV . Abschließend wird der Beitrag von Ringiers Nachschrift zur Forschung über( )

die Rechtsphilosophie Hegels, besonders zur Auflösung des Problems um seinen
politischen Standpunkt betrachtet Schluß .( )


